
東京大学名誉教授 月尾 嘉男

新
年
の
話
題
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
疑
問
で

あ
る
が
、

日
本
の
科
学
研
究
と
技
術
開
発
が
危

機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。
昨

年
も
本
庶
佑
京
都
大
学
名
誉
教
授
が
ノ
—
ベ
ル

生
理
学

・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
過
去
二
十
年

間
の
日
本
の
科
学
分
野
の
受
賞
者
数
は
十
八
名

に
な

っ
て
い
る
。
全
受
賞
者
百
四
十
六
名
の
約

―
二
％
で
あ
る
か
ら
、
世
界
の
人
口
の
二
％
程

度
の
国
家
と
し
て
は
大
変
に
優
秀
な
業
績
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
受
賞
さ
れ
た
本
人
が
今
後

の
日
本
人
受
賞
者
の
登
場
を
憂
慮
す
る
発
言
を

し
て
お
ら
れ
る
。

一
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
隅
良
典
東
京
工
業

大
学
名
誉
教
授
は
受
賞
以
後
の
談
話
な
ど
で
、

今
後
、
日
本
人
受
賞
者
は
登
場
し
に
く
い
状
況

に
あ
る
と
発
言
し
て
お
ら
れ
る
し
、
本
庶
名
誉

教
授
も
日
本
の
基
礎
研
究
へ
の
支
援
体
制
を
憂

慮
し
、
自
身
で
研
究
支
援
組
織
を
設
立
す
る
と

発
言
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
憂
慮
の
実
態
は
様
々
な
数
字
で
明
確
で

あ
る
。
科
学
研
究
の
成
果
は
論
文
で
発
表
さ
れ

る
が
、
日
本
の
論
文
本
数
が
停
滞
ど
こ
ろ
か
減

少
傾
向
に
あ
る
。
二
0
0
五
年
ま
で
は
ア
メ
リ

失
墜
し
た
日
本
の
研
究
能
力

図 1 科学技術論文数の推移（万）
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力
と
は
大
差
で
あ

っ
た
も
の
の
世
界
二
位
を
維

持
し
て
い
た
が
、
中
国
に
逆
転
さ
れ
て
一
気
に

大
差
と
な
っ
た
。
最
近
で
は
む
し
ろ
減
少
と
な

り
は
じ
め
、
増
加
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
と
同
等
と
な
り
、
韓
国
に
も
猛
追
さ
れ

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る

（図
1
)。

し
か
し
、
論
文
の
評
価
の
基
準
は
本
数
で
は

な
く、

当
然
、
内
容
で
あ
る
。
優
秀
な
論
文
で

あ
れ
ば
同
様
の
研
究
分
野
の
学
者
が
自
分
の
論

文
に
引
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
提
で
、
引

用
回
数
の
多
寡
で
内
容
を
評
価
す
る
方
法
が
一

般
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
分
野
の
論
文
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二
0
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
が
驚
愕
し
警
戒
し

た
事
件
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
入
工
知
能
学
会
の

年
次
大
会
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
の
本
数
は
ア
メ

リ
カ
と
中
国
が
断
然
多
数
で
あ
り
、
し
か
も
僅

差
で
中
国
が
一
位
に
な

っ
た
。
採
択
さ
れ
た
本

数
で
は
ア
メ
リ
カ
が
逆
転
し
た
が
、
日
本
は
投

稿
も
採
択
も
両
国
の
一
割
程
度
で
し
か
な
か

っ

た
。
さ
ら
に
人
工
知
能
関
連
特
許
で
も
、
日
本

は
ア
メ
リ
カ
の
四
％、

中
国
の
二

0
％
し
か
取

得
し
て
い
な
い
。

ス
イ
ス
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
世
界
各
国
の
情

報
関
連
の
資
料
を
分
析
し
て
国
家
の
情
報
競
争

力
を
毎
年
、
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
開

発
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
通
信
基
盤
整
備
、
通

信
の
自
由
な
ど
社
会
事
情
も
評
価
対
象
に
な
っ

て
い
る
が
、
日
本
は
二
十
二
位
で
あ
り
、
香
港
、

台
湾
、
韓
国
よ
り
も
下
位
で
あ
る

（図
5
)
。
不

満
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
外
部
か
ら
評
価

さ
れ
た
日
本
の
現
在
の
位
羅
で
あ
る
。

不
足
す
る
カ
ネ
と
ヒ
ト

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
日
本
の
研
究
能
力

の
低
下
の
原
因
は
明
確
で
あ
る
。
ヒ
ト
と
カ
ネ

が
縮
小
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
企
業
が

発
表
す
る
論
文
本
数
は
一
九
九

0
年
代
中
頃
が

頂
点
で
、
以
後
は
減
少
の
一
途
で
、
最
近
で
は

九

0
年
代
の
四
割
程
度
で
し
か
な
い
。
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
、
企
業
の
業
績
に
直
接

貢
献
し
な
い
基
礎
研
究
に
カ
ネ
を
供
給
す
る
余

裕
が
な
く
な
り
、
研
究
資
金
を
削
減
し
て
き
た

影
響
で
あ
る
。

企
業
の
研
究
投
資
金
額
の
順
位
で
は
、

一
位

の
ア
マ
ゾ
ン
の
一
兆
八

0
0
0
億
円
、
二
位
の

グ
ー
グ
ル
の
持
株
会
社
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
一

兆
五

0
0
0億
円
、
三
位
の
イ
ン
テ
ル
の
一
兆

四
0
0
0億
円
に
比
較
し
て
、
日
本
で
最
高
の

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
さ
え
世
界
の
十
一
位
で
一
兆

図 6 工学・理学分野博士課程入学者数（人）
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円
で
し
か
な
い
。
大
学
や
公
立
研
究
機
関
の
研

究
資
金
の
大
半
は
国
家
予
算
で
あ
る
が
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、

E
U
は
増
加
し
て
い
る
の
に
比

較
し
日
本
は
ほ
と
ん
ど
増
減
な
し
で
あ
る
。

ヒ
ト
に
つ
い
て
も
日
本
で
は
減
少
傾
向
で
あ

る
。
政
府
の
方
針
で
大
学
の
助
教
な
ど
正
規
の

研
究
要
員
の
人
数
を
削
減
し
、

一
定
期
間
の
み

雇
用
す
る
制
度
を
導
入
し
て
き
た
結
果
、
長
期

の
視
野
で
研
究
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
と

も
に
、
安
定
し
な
い
地
位
を
敬
遠
し
て
、
そ
の

一
歩
手
前
の
博
士
課
程
に
入
学
す
る
学
生
が
減

少
す
る
傾
向
に
な

っ
て
い
る
（
図
6
)。
こ
れ
は
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長
期
の
視
点
か
ら
は
ヒ
ト
と
い
う
最
大
の
研
究

資
源
の
減
少
で
あ
る
。

先
端
産
業
も
停
滞

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
研
究
能
力
を
反
映
し
て

産
業
活
動
も
停
滞
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
企

業
の
時
価
評
価
総
額
の
順
位
で
あ
る
。

一
九
九

0
年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
経
済
の
絶
頂
の
時
期
に

は
、
世
界
の
順
位
の
一
位
が

N
T
T
で
、
二
十

位
ま
で
に
十
五
社
の
日
本
企
業
が
登
場
し
て
い

た
。
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
新
興
の
情

報
産
業
が
上
位
を
独
占
し
、
日
本
企
業
は
四
十

位
前
後
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
い
う
モ
ノ
を
生
産

す
る
企
業
が
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。

日
本
が
出
遅
れ
て
い
る
象
徴
は

ユ
ニ
コ
ー
ン

企
業
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ニ
コ
ー

ン
は
一
角
を
も
つ
伝
説
の
生
物
で
あ
り
、
希
少

な
存
在
で
万
一
発
見
で
き
れ
ば
巨
額
の
利
益
を

も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
、
急
速
な
成
長
が
期

待
さ
れ
る
新
興
企
業
を
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。

ユ
ニ
コ
ー
ン
か
ら
巨
大
企
業
に
な
っ
た
事
例
と

し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ウ
ー

バ
ー
、
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
、
中
国
の
シ
ャ

オ
ミ
な
ど
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
調
査
機
関
が
発
表
し
た
二

0
1

七
年
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
は
世
界
に
二
百
二
十

社
存
在
し
、
分
布
は
ア
メ
リ
カ
に
五

0
%
、
中

国
に
二
七
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
二
＿
＿
％
、
イ
ン

ド
に
五
％
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
一
社
し
か
存

在
し
な
い
。
し
か
も
上
位
十
社
は
ア
メ
リ
カ
に

六
社
、
中
国
に
四
社
が
集
中
し
て
い
る
。
す
べ

て
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
シ
ャ
オ
ミ
の
よ
う
な

巨
大
企
業
に
成
長
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
日

本
社
会
の
停
滞
を
象
徴
し
て
い
る
。

S
T
E
M
敦
育
の
出
遅
れ

二
十
一
世
紀
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
や

中
国
の
台
頭
を
憂
慮
し
は
じ
め
た
時
期
に
、
全

米
科
学
財
団

(
N
S
F
)
が
ア
メ
リ
カ
の
再
建
の

た
め
に
は
科
学
技
術
教
育
が
重
要
だ
と
い
う
視

点
で

S
T
E
M
教
育
を
提
言
し
た
。

S
（
科
学
）

T
（
技
術
）

E
（工
学
）

M
（
数
学
）
と
い
う
理
系
の

教
育
で
あ
る
。
そ
こ
で
二

0
0
九
年
に
当
選
し

た
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
就
任
直
後
に

S
T
E
M

教
育
に
毎
年
三

0
0
0億
円
の
予
算
を
投
入
す

る
と
い
う
演
説
を
し
た
。

そ
の
成
果
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
再
度
、
科

学
技
術
大
国
に
蘇
生
し
つ
つ
あ
る
が
、
日
本
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
、
情
報
社

会
を
目
指
す
根
本
か
ら
の
教
育
改
革
が
で
き
な

い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
現
在
、
日
本
は
二

0
二
〇

年
か
ら

S
T
E
M
教
育
の
一
部
と
し
て
初
等
教

育
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
裁
量
で
実
施
す
る
方
針
で
あ
り
、
担
当

す
る
教
師
は
混
乱
し
て
い
る
。

日
本
は
人
口
減
少
の
影
響
で
労
働
人
口
不
足

が
予
想
さ
れ
、
外
国
人
労
働
力
の
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
不
足
分
野
は
情
報
通

信
分
野
で
、
二

0
二
五
年
に
は
四
百
八
十
万
人

も
不
足
す
る
と
い
う
推
計
さ
え
あ
る
。
こ
の
分

野
は
世
界
全
体
で
も
売
手
市
場
で
あ
り
、
自
前

で
育
成
し
な
け
れ
ば
優
秀
な
人
材
の
確
保
は
困

難
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
国
家
の
政

策
と
し
て
育
成
す
る
状
態
に
は
な
い
の
が
日
本

の
現
実
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
に
日
本
は
数
多
く
の
産
業
分

野
で
世
界
首
位
と
な
っ
た
が
、
そ
の
源
泉
は
明

治
初
期
か
ら
の
教
育
で
あ
る
。
欧
米
を
視
察
し

た
人
々
が
産
業
革
命
の
進
展
す
る
先
進
諸
国
と

の
格
差
に
愕
然
と
し
、
外
国
か
ら
多
数
の
教
師

を
雇
用
し
、
一
部
は
総
理
大
臣
に
匹
敵
す
る
給

料
ま
で
支
払
っ
て
優
遇
し
た
成
果
が
百
年
後
に

花
開
い
た
の
で
あ
る
。
情
報
革
命
が
急
伸
す
る

現
在
、
再
度
、
人
材
育
成
か
ら
開
始
し
な
け
れ

ば
日
本
は
衰
退
し
て
い
く
ま
ま
で
あ
る
。
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